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2016年度3月修士課程修了生修士論文題目一覧

題目 氏名
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若君 謹琳

Nusantaranger as Representation of Indonesian Identity 
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作品データベースに基づく藤田嗣治の研究

河野真美
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安徽省天柱山茶の調査研究:地域伝統的製茶法を中心に

謝 敏

第二言語としての中国語の語業教育について:大学生初級学習者を対象に

任 引く心

鉄道がまちづくりに与えた影響・四日市あすなろう鉄道でのケーススタデイ

堀後達紀

日韓「従軍慰安婦問題Jの和解:対話のための「アンラーニングJ

山田直史

(指導教授)

古川秀夫

杉本パウエンス ジェシカ

松居竜五

チャプル ジュリアン

徐 光輝

史 形嵐

書崎かすみ

清水耕介

2016年度3月 博士後期課程修了生博士論文題目一覧

題目

日系マイノリティーの歴史からみるアメリカ多文化主義批判
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氏名

本多

(指導教授)
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執 筆 者 紹 介

(掲載順)

エリザクリスティンメガサリ 本学国際文化学研究科修士課程2年

河 野 真 美 本学国際文化学研究科修士課程2年

山 田 直 史 本学国際文化学研究科修士課程2年

堀 後 達 紀 本学国際文化学研究科修士課程2年

松 刀え 瞭 太 本学国際文化学研究科修士課程1年
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龍谷大学大学院国際文化研究科研究論集内規

制定 2002年12月11日

一部改正 2006年 4月12日

一部改正 2010年 6月2日

(目的と名称)

第1条 龍谷大学大学院国際文化学研究科の院生による国際文化に関する研究を奨励し、その成果

を発表する場を提供するため、「国際文化研究論集」を発行する。

(編集委員会)

第2条 「国際文化研究論集」の編集に関する責務を果たす編集委員会をおく 。

1 編集委員会は、国際文化学研究科に所属する若干名の教員により構成する。

2 編集委員の任期は1年とする。ただし再任を妨げない。

3 編集委員会の委員の互選による委員長をおく 。

4 編集委員会の委員長は委員会を招集し、その議長をつとめる。

(投稿資格)

第3条 「国際文化研究論集」に投稿できる者は、下記のとおりとする。

( 1 )国際文化学研究科に在学する者

(2 )国際文化学研究科修士課程を修了して3年を経過していない者

(3 )その他、編集委員会が認めた者

(論文募集・審査・掲載)

第4条 「国際文化研究論集Jに掲載される論文は、別の投稿規程にもとづき公募し、応募論文につ
いては、編集委員会が審査をおこなう。

(論文の電子化)

第5条 掲載論文等の著作権は執筆者に帰属するが、本学及び国立情報学研究所等が論文等を電子

化により公開するものについては、複製権及び公衆送信権の行使を国際文化学研究科に委

託するものとする。ただし、電子化による公開は執筆者の許諾を得たうえでおこなうもの

とする。

(事務)

第6条 「国際文化研究論集」に関する事務は、国際文化学部教務課がおこなう。

付則

この規程は、 2002年 12月 11日より施行する。

付則 (2006年4月12日第2条第 l項改正)

この規程は、 2006年4月 12日より施行する。

付 則 (2010年6月2日第5条新設、第6条繰下および名称変更に伴う改正)

この規程は、 2010年6月2日より施行する。
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『国際文化研究論集J投稿規程

執筆要項

制定 2003年 3月5日

一部改正 2006年 1月18日

一部改正 2013年7月24日

1 本誌は国際文化学に関する論文、研究ノート、書評などを内容とする。原則として、未発表の

ものに限る。

2 編集委員会の依頼による査読を行い、掲載・不掲載、書き直しの有無、掲載形式などを決定する。

3 論文の長さは次の通りとする。

a 論文はA4用紙(原稿の様式は第5項の通りとする。以下同じ。)で15枚までとする。

b 研究ノートはA4用紙で10枚までとする。

c 書評はA4用紙で5枚までとする。

4 和文原稿の場合は英文タイトルと英文要旨(150語)を、英文原稿の場合は和文タイトルと和文

要旨 (300字)を添付すること。また、論文・研究ノートには本文以外の言語による抄録 (A4 

用紙で1枚以内)を添付すること。日本語、英語、フランス語、中国語、コリア語以外で抄録

を書く場合には、事前に編集委員会に相談して許可を得ること。

5 執筆の細目は次の通りとする。

原稿はワープロ文書にてハードコピーと電子媒体を提出すること。

原稿の様式は、 A4版の用紙に横書き一段組みで、余白は左右30ミリ、上下35ミリとし、

ページあたり 38字 x37行で設定する。

本文のフォントは、和文の場合は明朝体でサイズ 10.5ポイント(タイトルは 12ポイント)、

英文の場合はTimesでサイズ ll(タイトルは 12ポイント)を基本とする。

和文論文名は一重カギ (rJ)、和文書名は二重カギ(u)、欧文論文名はクォーテーション ・

マーク(“")、欧文書名はイタリック体(または書名にアンダーライン)で表示すること。

投稿資格

原則として龍谷大学大学院国際文化学研究科修士課程・博士後期課程在学者ならびに研究生 ・特別

専攻生とし、投稿の際、指導教員の推薦を受けること。ただし、編集委員会が認めた者はこの限り

でない。

投稿先

龍谷大学国際文化学部教務課内 rr国際文化研究論集J編集委員会」。

投稿期限

原則として発行年度の9月末日。

付則

この規程は、 2003年3月5日から施行する。

付則 (2006年1月18日「投稿資格」改正)

この規程は、 2006年1月18日から施行する。

付則 (2013年7月24日 r3、4、5、投稿資格」改正)

この規程は、 2013年7月24日から施行する。
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編集後記

原稿投稿してくださいました皆さま、快く査読依頼を引き受けてくださいました査読者の皆

さま、円滑に業務が進むように支援してくださりました教務課の皆さま、株式会社田中プリン

ト田中様、ありがとうございました。多くの関係者の方々にお世話になりました。記して深甚

な感謝の意を表します。

杉本パウエンス ジェシカ

長尾明子

龍谷大学大学院国際文化研究論集編集委員会 委員友永雄吾

委員杉本パウエンス ジェシカ
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